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2003年に、インドネシアのフローレス
島にあるリアンブア洞窟の約10～ 6 万
年前の地層から発掘された化石をもとに復
元されたフローレス原人と、当時、島で共
存していた動物たち（小型化したゾウのな
かまピグミー・ステゴドンや大型化した
ジャイアント・ラットなど）。フローレス
原人の身長は1 m ほどしかなく、脳の大
きさも猿人並みの小ささです。孤立した島
では、動物の身体が大きくなったり小さく
なったりする「島

とう

嶼
しょ

効果」という現象が起
きることが知られています。これによりフ
ローレス原人も小型化したのではないかと
考えられています。
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～ 5 ｍ） 画像提供：小野林太郎
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洞窟の内部は、雨風をしのげるだけでなく、気温の変化が小さいため夏は涼しく冬は暖かく過
ごしやすい場所です。外敵から身を守ることもできます。人類は古くから洞窟を生活の場所と
して、一時的なキャンプ地として、また埋葬地としても利用してきました。こうした洞窟内の
遺跡は保存性に優れ、石灰岩の洞窟では化石骨も残りやすいという特徴があります。日本でも
数多くの洞窟遺跡が発見されています。

人類の祖先たちの化石や石器などが、洞窟内で
数多く発見されるのはなぜでしょう？

ふじ た まさ き

洞窟の内部は、雨風をしのげるだけでなく、気温の変化が小さいため夏は涼しく冬は暖かく過
ごしやすい場所です。外敵から身を守ることもできます。人類は古くから洞窟を生活の場所と
して、一時的なキャンプ地として、また埋葬地としても利用してきました。こうした洞窟内の
遺跡は保存性に優れ、石灰岩の洞窟では化石骨も残りやすいという特徴があります。日本でも
数多くの洞窟遺跡が発見されています。

人類の祖先たちの化石や石器などが、洞窟内で
数多く発見されるのはなぜでしょう？

インドネシアのフローレス島にあるリアンブア洞窟。ここから身長約105 cmという超小型のフローレス原人の化石が発見された。
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